主な物語
パート 2 の 4
ヨハネの黙示録 15-16
ヨハネの黙示録は22章ありますが、14章の終わりまでに、そこに語られている物語の展開の主要な部分を見てきました。一連の幻を通して、神はイエスを通してヨハネに、ローマと教会との間の戦いがどのような結末を迎えるかを明らかにされます。ヨハネは幻の中で、次のものを見ます。
1. 教会に語りかけるイエス。
1. 敵を打ち負かすために、神がさまざまな力を示されること。
1. 戦いがどのように展開するか（その予告）：教会は速やかに始まり、サタンは一時的にそれを打ち砕くが、教会は生き残って成長し、サタンとそのしもべたちは敗北する。
1. メシア、恵みの御座、そして神の民に対するサタンの攻撃。
1. サタンの同盟者たち、獣（ローマ）、偽預言者（皇帝崇拝）。
1. 忠実な者と不忠実な者の双方に対する神の最後の裁き。
以下の節で、ヨハネは神がサタンおよび144:000人とどのように関わられるかについて、さらに詳しく述べています。
対立は続く – 15章と16章
15章では、キリスト者と教会が将来、最終的な勝利を収めることを告げた後、ヨハネはサタン自身に対する神の攻撃の描写に戻ります。ローマに対して解き放たれる最後の一連の災いと、天にいる勝利した殉教者たちの幻が明らかにされます。
Chapter 15:1-8
また私は、天に、これからの出来事を暗示する、もう一つの巨大なしるしを見ました。最後の七つの災害を地上に下す任務が、七人の天使に与えられたのです。こうして、ついに神の怒りが頂点に達しました。
- ヨハネの黙示録 15:1
ヨハネは、さらに多くの神の力が誇示されるのを見ます。神が用いる最後の破壊的な力です。
² 目の前に、火とガラスの海のようなものが広がっていました。そのほとりには、あの悪い獣とその像、またその数字の刻印とに打ち勝った、すべての人が立っていました。彼らはみな神のハープを手にして、 ³⁴ 神に仕えたモーセの歌と小羊の歌とを歌っていました。
³ 「全能の神、主よ。目を見張るべきものは、あなたの偉大なみわざです。永遠に生きておられる王よ。ただ、あなたの道だけが正しく真実なのです。ああ、主よ。あなたを恐れず、その御名をほめたたえない者は一人もおりません。ただ、あなただけがきよいお方です。すべての国々の民は来て、あなたを礼拝します。あなたの正しさが明らかにされたからです。」
- ヨハネの黙示録 15:2-4
ガラスと火の海は、悪を指し示す宇宙的な表現であり、竜が住む場所、そして聖徒たちが天の報いに到達するために渡らなければならない場所です。聖徒たちは悪（ガラスと火の海）を生き延び、向こう岸にたどり着き、今や天で神に賛美を歌っています。
ヨハネの黙示録はキリストについての書ですが、同時にキリストとその民についての書でもあります。すなわち、七つの教会、十四万四千人、測られた神殿、女、子孫の子どもたち、白い衣を着た者たち、そして群衆です。これらはすべてクリスチャンを指しており、この書は彼らの苦境、救い、将来について絶えず語るとともに、サタンとその僕たち（ローマ）に迫る滅びについても語っています。
⁵ それから、さらに見ていると、天にある神殿の聖所が大きく開かれました。 ⁶ 七つの災害を地上に下すよう任命された七人の天使が、その聖所から姿を現しました。彼らは、しみも傷もない、真っ白な亜麻布の衣服をまとい、胸には金の帯を締めていました。 ⁷ それから、四つの生き物の一つが、永遠に生きておられる神の激しい怒りで満ちた金の鉢を、七人の天使に一つずつ手渡しました。 ⁸ 聖所には、神の栄光と力から立ちのぼる煙が一面に漂い、七人の天使が七つの災害を下し終えるまで、だれも、そこに入ることが許されませんでした。
- ヨハネの黙示録 15:5-8
聖徒たちの勝利と、彼らが天にいる場所についての説明を終えたので、彼は神がどのように敵を滅ぼされるかの説明に戻ります。
記号：
· ガラスの海 – 悪の宇宙的象徴。
· 幕屋の神殿 – 天の至聖所。裁きと力の源。
· 7人の御使い、災害、鉢 – 敵と悔い改めない者たちの完全な（7）滅び。
· 御使いたちの衣服 – 旧約聖書の祭司たちに似ており、民に代わって仕える神のしもべ。
· 7つの金の鉢 – 金の器は神への奉仕を示す（すなわち、神殿の金で作られた用具）。
· 永遠に – 神の怒りが悪者たちに向けられる期間。
· 神殿の煙 – 神の臨在。
· だれも入ることができない – 神の裁きは定められており、変更されることも、仲介の機会がこれ以上与えられることもない。
Chapter 16:1-21
裁きは以前に告げられ（6:13-17 – 第六の封印）、また示されていました（7つのラッパ）が、ここで幻は、最終的な裁きが実行されること、そしてそれがついに起こるときにどのような結果になるかを示しています。
ラッパは人々に悔い改めるよう警告する一種のものでした。だから、地の3分の1だけが滅ぼされるのです。悔い改めがなければ、鉢が空にされ、今度はすべてが滅ぼされます。もはや警告はありません。裁きが来たのです。
キリスト教の出現、福音の宣教、そして帝国内で迫害を受けたクリスチャンたちの反応――これらすべてが、ローマが苦しんでいた自然な問題と相まって、彼らが神に立ち返るための証しと励ましとなりました。
歴史は、彼らがそうしなかったことを示しています。初代ローマ皇帝コンスタンティヌスは、戦いの前夜である西暦312年に改宗し、帝国全土でキリスト教を容認しましたが、これはその裁きと西暦410年の最終的な滅亡を避けるには、あまりにも不十分で、あまりにも遅すぎました。それは政治的勢力として存続しましたが、まもなく世界的強国として他の諸国に取って代わられ、最終的には7世紀にはローマ・カトリック教会の中心となり、15世紀にはイタリア・ルネサンスの中心となりました。
しかし、ヨハネが語っている時代には、ローマが世界を支配しており、公式に教会を滅ぼそうとしていました。そのため神は、ローマが敗北し、滅ぼされることを告げておられます。完全な滅亡とは、すべての建物が焼け落ちることを意味するのではなく、むしろその支配力を失い、敗北し、二度とその地位を取り戻せなくなることを意味します。今日、ローマはヨーロッパでドイツとフランスに次ぐ、第三位の経済規模にすぎません。
また私は、神殿から大きな声が七人の天使に呼びかけるのを聞きました。「さあ、出かけて行って、神の怒りで満ちた七つの鉢を、地上にぶちまけなさい。」
- ヨハネの黙示録 16:1
神殿からの声は神の声です。神殿にいるのは神おひとりです。神は裁きを宣告しておられます。
そこで、第一の天使が神殿から出て行き、鉢を地上にぶちまけました。すると、獣の刻印をして、その像を拝む者全員に、恐ろしい悪性のはれものができました。
- ヨハネの黙示録 16:2
第一の鉢、土地の破壊、特に悪人への刑罰（クリスチャンには重ならない）。
第二の天使が鉢を海にぶちまけると、海の水は死者の血のようになり、海の中のすべての生き物が死に絶えました。
- ヨハネの黙示録 16:3
第二の鉢、海上の破壊。
⁴ 第三の天使は、鉢を川と泉にぶちまけました。すると、水はたちまち血に変わりました。 ⁵ 私は、水を支配している天使のことばを聞きました。「今も昔も存在される聖なる方。あなたは正しい方です。 ⁶ あなたのきよい民や預言者は殉教を遂げ、この地上に血を流しました。今度はあなたが、彼らを殺した者たちの血をしたたらせる番です。これは当然の報いなのです。」 ⁷ また私は、祭壇の天使の声を聞きました。「全能の神、主よ。あなたのさばきは正しく、真実です。」
- ヨハネの黙示録 16:4-7
第三の鉢、陸地と水の破壊。このイメージは、敵が殉教者たちに御怒りの杯を飲ませたので、今度は敵もまた破壊を飲むことになるというものです。これらすべては、聖徒たちの祈りへの応答です。
⁸ 次に、第四の天使が鉢を太陽にぶちまけました。すると太陽は、すべての人を火で焼く力を得ました。 ⁹ 人々は、その激しい炎熱に焼かれながらも、なおその心や態度を改めて、神の栄光を恐れようとはせず、かえって、災害をも支配される神の御名をのろいました。
- ヨハネの黙示録 16:8-9
第四の鉢は、天体の通常の機能の破壊を表している。これら最初の四つの鉢は最初の四つのラッパと対応しているが、ここではそれらがさらに激しくなっていることに注目しなさい。また、怒りの鉢でさえ、これらの悪人たちを悔い改めさせることはできなかった。これは神の裁きの正当性を示している。
¹⁰ それから、第五の天使は、鉢を海から現れた獣の王座にぶちまけました。すると獣の国は暗闇でおおわれ、その民は苦しさのあまり、舌をかみ切って自殺をはかりました。 ¹¹ 彼らは、苦痛とはれもののために天の神をのろいましたが、自分の悪い行いを悔い改めようとはしませんでした。
- ヨハネの黙示録 16:10-11
第五の鉢、内部の腐敗と悪による完全な崩壊。獣の力の源である王座が影響を受ける。これは彼らを神に向かわせるのではなく、むしろ彼の冒涜と悪行を激化させる。
¹² 第六の天使は、鉢を大ユーフラテス川にぶちまけました。すると、川の水がすっかり干上がり、東方の王がいつでも軍隊を率いて西方に攻め入ることができる道ができました。 ¹³ また私は、竜と獣と偽預言者の口から、かえるに似た三つの悪霊が飛び出すのを見ました。 ¹⁴ 奇跡を行う力を持ったこの悪霊たちは、全世界の支配者に相談をもちかけました。全能の神の恐ろしい審判の日に備えて、一丸となって主と戦おうとけしかけるためです。 ¹⁵ 「用心していなさい。わたしは盗人のように、思いがけない時に来ます。目を覚まして待っている人は幸いです。そのような人は、着物をきちんと着ているので、裸で外を歩くような恥はかきません。」 ¹⁶ こうして彼らは、ヘブル語でハルマゲドンと呼ばれる場所の近くに、世界の全軍隊を結集させました。
- ヨハネの黙示録 16:12-16
第六の鉢、侵略軍による完全な破壊。ユーフラテス川は帝国の敵たちの土地である。川が干上がったことは、ローマの敵たちと権力の座との間には何もなく、最北の自然の障壁であるユーフラテス川さえもないことを示唆している。敵たちがその土地に入る道は開かれている。
歴史的に、イラン地域出身のパルティア人は、最終的にローマを侵略しました。
この時点で、ヨハネは再び中断し、サタンとローマが戦わずして倒れることはないと説明します。ヨハネは、彼らが何をするのかを語ります。彼らの口から三つの汚れた霊（蛙）が出て来ます。神の指揮の下にある軍勢が彼らと戦うために来ようとしているので、サタンと獣もまた、彼らを迎え撃つために軍勢を集めます。汚れた霊とは、おそらくローマが自らを守るために形成する悪しき宣伝と同盟のことであり（実際にそうしました）、その多くは最終的に彼女に反旗を翻しました。彼らは防衛軍を組織することによって欺きを完成させ、HAR-MAGEDONと呼ばれる場所に集結して、戦いの準備を整えます。私たちはまだその戦いを見ませんが、第19章でその戦いの結果を知ることになります。
歴史的に、帝国が弱体化するにつれて外部からの攻撃を受けやすくなり、3世紀と4世紀にゴート族、東ゴート族、そして蛮族が都市を侵略し始めたことが分かっています。これが、この最終的な敗北の幻です。
ハルマゲドン、またはアルマゲドン。文字どおりにはメギドの山を意味し、エルサレムの北西約75マイル、イッサカル族の大平原にあるマナセ族の町でした。旧約聖書において、この場所はソロモンにとって戦略的な軍事要塞でした。多くの大きな戦いがここで勝敗を分けました。ギデオン、デボラ、サウルとヨナタン、またアハズヤとヨシヤの戦いです。
ヘブライ人の考えにおいて、それは重要な軍事史の舞台でした。今日の私たちなら、「ワーテルローで敗北した」、「アラモを忘れるな」、「ゲティスバーグ」のように捉えるでしょう。それは、闘争、敗北、そして壮大な規模の戦いの象徴でした。
要点は、サタンが戦わずして倒れることはないということです。彼は自分の軍勢を集め、神の裁きに抵抗して全面戦争を繰り広げます。それは、アラモの戦い、硫黄島、ダンケルク、バトル・オブ・ブリテン、ベルリンの壁、オレンジ革命などのようなものです。
ハル・マゲドン、またはメギド、あるいはアルマゲドンは、神の裁きに抵抗する戦いを象徴する場所です。
この章は、御怒りの鉢が注がれる中で、神の最後の裁きが実行される場面から始まります。この場面は、サタンと獣がこの裁きに対して軍勢を集め、戦いと抵抗に備えることで応答するため、中断されます。9章でラッパが吹き鳴らされたとき、第六のラッパは一連の戦争と戦いを告げました。しかし今、第六の鉢のもとでは、それは戦争、最後の戦い（すべての戦いの母）なのです。
第二次的な預言の観点からは、これはローマの最終的な敗北を指し、ローマがもはや台頭して有力な地位や世界的な権力を得ることはない、ということです。継続的な預言の観点からは、神の召しや裁きに抵抗する、あらゆる不敬虔な国家または組織を指します。最終的な結果は敗北です（すなわち、ナポレオン、ヒトラー、ソ連、さらには神を捨てるなら米国も）。最終的な預言の観点からは、イエスが死に最終的な一撃を与えるために再び来られる時のことです。
神の最後の裁きを表す鉢に対するサタンの反応を説明したので、ヨハネは最後の鉢について述べます。
17節から21節 ― 第七の鉢。抵抗にもかかわらず、ハルマゲドンによって象徴されるローマへの最後の裁き。
次に、第七の天使が、鉢を空中にぶちまけました。すると、「すべてが終わった」という大きな声が、天の神殿の王座から響き渡りました。
- ヨハネの黙示録 16:17
裁きを告げた同じ声が、その完了を告げます。鉢は「空中」に注ぎ出されます。サタンは空中の権威と支配者たちの支配者です（エペソ人への手紙2:3）。裁きはサタン自身に下されます。
雷鳴がとどろき、いなずまが走り、史上最大の大地震が発生しました。
- ヨハネの黙示録 16:18
自然災害は常に、国家の滅亡を指しています。災害が大きければ大きいほど、その国家も大きいのです。史上最大の地震は、史上最大の人間の帝国であるローマの滅亡と対応しています。
¹⁹ 大いなる都バビロンは三つに裂け、世界各地の都市もすべて破壊されて、瓦礫の山と化しました。神はバビロンの罪をすべてご存じであり、そのためにバビロンは、神の激しい怒りのぶどう酒であふれる杯を、最後の一滴まで飲み干す罰を受けたのです。 ²⁰ 島々は消え去り、山々は平地に変わりました。
- ヨハネの黙示録 16:19-20
ヨハネは、獣が一つの都市であり、その都市の象徴的な名がバビロンであることを明らかにしています。次の章で、彼はこのバビロンが実際には誰であるのかについて、さらに詳しく述べます。
それが三つに分けられていることは、その完全な滅びを示している。諸国民と島々は、その滅ぼされる同盟者である。これは偶然ではない。これらすべての軍事的災害と自然災害は、神がローマとその僕たちを裁いている（杯を飲ませている）方法である。
また、一つが三十五キロもの重さの雹が降り、多くの被害が出て、人々はこの恐ろしい雹のことで神をのろいました。
- ヨハネの黙示録 16:21
雹は、政府や指導者だけが滅ぼされたのではなく、裁きにおいて国全体が敗北と罰を受けたことを示しています。ここでも、神の行為を正当化するものとして、人々は自分たちが裁かれているにもかかわらず神を呪います。彼らは敗北し、滅ぼされますが、全滅させられるわけではありません。文化は存続しますが、信者としてではありません。イスラエルは罰を受けたとき、悔い改めて神に立ち返りましたが、これらの人々はそうしませんでした。
次の章で、ヨハネは獣（ローマ帝国）についてさらに詳しく描写しますが、その帝国の象徴、すなわち帝国の中心であったローマ市そのものを描写するために、娼婦のイメージを用います。
